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1　 は じめ に

　1967 年頃，農村地域の 土地利 用秩序 の 形成

を 目指 して ，緑地 ・農地 ・住宅地 を三位
一体的

に開発整備 して い こ うと い う緑農住 区開発 構想

が 打 ち出 され た 。
こ の 構想は以後の 緑農住 区開

発計画調査や集落地域整備法の 適用 に よる計画

策定事業（以 下 で はそれぞれ 「緑農住 区調査 」

「集落地域整備法 に よ る 計画 」 と呼ぶ 〉， 住環

境整備事業等に
一

貫 して 流れて い る。本稿で は

こ の うち 「集落地域整備 法に よる計画」 の 意義

と課題に つ い て 検討する。

　集落 地域整備法 の 制定（1987 年）に よ り ， 図

1 の地区総合計画や地 区実施計画を作成する こ

とに よ り，市街化調整 区域で土 地区画整理事業

を ， 農振 白地で 圃場整備事業を実施す る こ とが

制度的に可能に なっ た。 しか るに事業化 して い

る地 区 は非常に 少 な い 。こ の よ うな状 況 を改善

する た めに ， 1994 年 か ら 1996 年度 に合意形

成支援調査が 実施 され，川 1鳴に よ っ て 「集落 地

域整備法 に よ る計画」 の 現状 と課 題 が整理
（D

されて い る 。 筆者 も近 畿地区 の 合意形成支援調

査 （2 ）に参加 した 。

　本研 究は ，こ の 延長線上 で ，   「集落地域整

備法に よ る 計画」 づ く りに よ り事業化 し て い る

地区が非常に少ない 理由を明 らか に しなが ら，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か A．の
  優良事例 の加古川 市神 野地 区 の 実態 とそ の 評

価 を緊張 モ デル 〔3） を用 い て 分析 し
，   地 区 レ

ベ ル の総合計画づ くりの 方法 として の 緑農住区
　 　 　 か ん で

方式や神出方式 （4 ＞ 等 と比較検討 し，そ の 上に

神 出方式 拡張型 の提案を して い る 。

fi　 農村計画体系 と して の 緊張

　モ デル

　市町村域を対象 とする計画 を時間軸 と空間軸

によ り， 図 1 の よ うに 市町村総合計画，地 区総

合計画 ， 市町村実施計画，地区実施計画の 4 っ

の計画に分け，それぞれ が独 自の 機能 を果 たす

とともに相互 に フ ィ
ー

ドバ
ッ クする （図 1 の 注

1 ・注 2 参照）計画体系を考 え，それ を緊張モ

デル
（3）と呼ぶ。図 1 の 地区総合計画に該当す

る計画 と し て ，「集落 地域整備 法 に よる計画 」

で は ， 農業集落 計画策定調査 ，
田 園居住区 整備

基本計画 ， 田園居住区整備事業計 画 の 大部分や ，

農業集落整備実施 計画 の
一

部 が想定 され る。ま

た地 区実施計画 には，農業集落整備実施計画や

田園居 住区整備事 業計画 の 残 りの 部分や換地設

計基準等を含む換地計画書 ， 集落地 区整備計画

等が該 当す るも の と考え る。
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（注1）　4つ の 農村 計画の 相互関係
　  ゾーニ ン グの 実施 （見直 し）・罐 設 配置 計 画策定 （見直 し）・地区（整備 ）計画策定の ガ イ ドライ ン の

　 役 割 を果 たす。
　  地 区総合計画策定（見直 し）の ガ イ ドラ イ ン の 役割を 果たす 。

　  土地 利 照協定 ・建築 協定 ・事業 実 施 （地 区 実施 計 画）の ガ イ ドラ イ ン の 役 罰 を果 たす。
　   南 町 村 総合計 画 の 見 直 し要求 をす る。
　  ゾーニ ン グ・臓設配置計画の 見直 し要求をす る e

　  地 区総 合計画の 見直 し要求をす る 。

（
　
　
　

資料 ：住民 主体に よ る地区総合計画づ くりと神出方式一農村 地 域 にお け る住民 主体 に

よ る地区総合計画づ くりに 関する研究（1）（牛野），農土論集63（2）（1995）の 一部を修正

図 1　農村計画体系 として の 緊張モ デル

皿　 「集落地域整備法 に よ る計画 」 の

　現状 と課題

　図 1の 緊張 モ デル にお い て は ， 市町村総合計

画等 と フ ィ
ー

ドバ ッ ク しなが ら，実効性 の ある

地 区総合計画 を策定す る こ とが必須条件である。

緑農住 区調査 や 「集落地域整備法に よる計画」

は 地 区 レ ベ ル の 国 の 事業制度 として 代表 的な も

の で あるが，緑農住 区調査 につ い て は 既 に検討

して い る
（4 ）（6 ｝

の で ，
「集落地域整備法 によ る計

画」を取 り上 げる。

「集落地 域整備 法 に

よる計画 」 の農業

集落計画策定調査

や 田 園居住区整備

基本計画 を作 成し

事業化する必 要の

ある地区は多数あ

る よ うに 思われる

が ， こ の 事業に取

組 んで い る地 区は

非常に少な い
〔1 ）

（近畿地 区 で 14 地

区の ）。

　　さらに農業集落

整備実施 計画を作

成 し， 集落地域整

備 法を適用 して い

る地区 は ， 近畿 地

区で は 3 地区
tl
　
l）

の み で （全 国で は

｝3地区），過半数

以上 の 地区は継続

を断念 して い る

の
。

これ らの 原

因 の 大きな部分は，

  府県や市町村

に図 1 の 地 区総

合計画 に相当す

る諸計画を作 ろ

うとい う意識が

少 ない こ とや ，

  喋 落地域整備法 に よる計画 」 の適用条件 の

限定性 ，   個 々 の 計画書の 計画段階や 性格 づ け

が あ い ま い で ， 計画問に タイ ム ラグ が あ っ た り，

相互 に矛盾 した り， 調整 されず に作成 された り ，

方針 を決定する ま で に相 当 の 困難 と期 間を要 し

て い る こ と．，  さらに緑 農住 区調査 と同様 に行

政主導に よる計画 づ く りで あり，地 区住民 に計

画 づ く りを続けて い くよ うな仕掛け を持 っ て い

な い こ と等が 考 え られ て い る
（1）（4 ＞（7 ）。
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工V 　神 野 地 区 の 概要

　神野 地区は兵庫県南部に位置 し，旧神野村の

3 集落で ， 面積 ユ22．7ha
， 総世帯数は 715 戸 ，

農家数は 199 戸で ある。市街化区域に隣接 し

た市街化調整区域で ， 農振 白地 で あ っ た。地 区

内 の 2 本 の 県道は 交通 渋 滞が激 し く， 拡 1愿や

県道 バ イ パ ス が 計画 され て い た 。 他方 ， 道路沿

い の農地 の 宅地 化が進 み ， 県道沿い の耕作が不

便な状況 に な りつ っ も，将来 とも農業的利用 の

継続 を希望 して い る農地 面積は全体の 6 割以

上 を 占め て い た 。

V 　神野地 区の 「集落地域整備法 に

　よ る計 画」 づ く りの プ w セ ス （8 ）

　1）図 1 の地 区総合計画 レ ベ ル の 計 画 と して ，

1988 年に農業集 落計 画，1989 年 に 田 園居住整

備基本計画 ， さらに ユ990 年 に農業集落整備実

施計 画 を作成 し，3 年間を要 して い る（図 2 の

A）。

　2）土地改良区設 立準備委員会が，1989・1990

年度 の 2 年間 ， 行政・土地改良事業団体連合会

等 の 支援を得 て ，  集落地域整備法の 趣 旨， 

土地利用計画，  換地 の 諸 問題 に っ い て勉強会

を持 ち，各集落に持ち帰 り，
一

般住民 に説 明を

し PR して い る（図 2 の B ＞。

　 3）1990 年新規宅地
・協定農地の 希望調査 を行

い ，  新規宅 地 と協定農地 は希望者全 員に 配 分

する ，  多数希望 した人 も 1，000   で納得 して

貰お うと い うこ とで ，合意 を得 て い る 注 2）。 こ

れ らと並行 して ， 農業集落整備実施 計画 の 土地

利用計画図 も若干 修正 して （図 3 ）， 換地設 計基

準 を作成 して い る （図 2 の B ＞。

　 4）1991・1992 年度に圃場整備事業を実施 し，

農地 と新規宅地 区域へ の
一

時利用地 の 指定を し

（199含年），
1995 年換地処 分を して い る （図 2 の

C ）。

　 5）1996 年集落地 区整備計画を策定 し ， 集落

地区整備計画及 び 土地区画整理 事業の 地元説 明

会 を行 い ，土地 区画整 理 事業 へ の 同意 を と り，

組合設立総 会 （1996 年）を開い て い る （図 2 の

D ）。

VI 神 野地区の 「集落地域整備 法 に

　 よ る計画 」 づ く りの 成果

　  図 1 の 地区総合計画 か ら地区実施計画 へ

計画 内容を膨 らませ るよ うな形で うまくっ ない

で お り，以下の  
一
  の 成果 を得て い る 。

こ の

こ との 意義は大き い 。

　  図 3 の ，地 区実施計画 レ ベ ル の 土 地利 用

計画 に基 づ い て ， 土 地利用 配分の 原 則注 2 ＞や換

地設 計基準を作成 して い る。さらに
一

時利用地

の指定 ・換地計画書の 作成 ・換地処 分に よ り，

公 平か っ 合理 的な土 地利用調整を し， 圃場整備

事業（39．5ha）を軸に ， 公 園 ・集落内道路等 の 生

活環境整備事業を実施 して い る。

　  他方で 集落地 区整備 計画等 の 地 区実施 計画

を策定 して集落地区計画道路の 整備や 土地 区画

整理 事業（19．3ha）を実施 して い る。

　  権利者 の 多い 地 区では両 区域間の 交換分

合 は不可能 に近 い とし て ，圃場整備事業と土地

区画 整理事業を個別 に実施 して い る 。 この こ と

に 対 し て 「無理 に 2 事業を連続 して 実施 し よ う

と しな い で 、内容 にお ける連続性 と事業の 区切

りを図 っ た ほ うが よ い
注 3 ）と思 われ る 」 と市や

土地改良区の担 当者は述懐 して い る
（gxlo ）。

　  農振 白地 の
一部 を，農振農用 地（26．Oha）や

協定農用地（26．4ha）に変更 した り ， 市街化 調整

区域の
一

部 を新規宅地（14．1ha ））に 設定す る な

ど， 図 1 の 地 区総合計画 と市町村実施計画間 の

    や ， 地区実施計画 と市町村 実施計画 問 の  

  の 機能の 相互 作用 に よ っ て，現行の 土地利用

規制 の 修正 を して い る。

w 　考察

　 G ）図 1 の 地区総合計画 を作成 し， 圃場整備

事業や 土地 区画整理事業等を実施 して い こ うと

い う大枠の合意形成に成功 して い る地区 は 少な

い 中で ， 神 野地 区 が 成功 し
，
V王の成果 をあげて

い るの は，ま さに 神野地 区 の 地 区 リ
ーダーの 力

量や 自治会活動が活発で ある とい っ た特別 な 地
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図 2　神野 地区の 計画づ く りの 経過 （1997 牛野原図を加筆修正 ）
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図 3　神野地区 の 土地利用 計画 （実施計画 レ ベ ル ）
注 4 ＞

区で ある こ とに加 えて ，市町村や 県等の 積極的

な支援が あっ た
（1 の

こ とが あげられ る 。

　（2）こ の 計画組 織が ， 当初 は ， 縁 農住区方式

の 岩岡地 区 と同様 に ，行政主導に よる計画づ く

りで あ りなが ら ， 地 区課題 を認識 し，何 とか対

処 しよ うとい う目的意識を持 っ て ，学習活動を

続けなが ら，次第に住民主体によ る地 区総合計

画づ く りへ と転換 して い き ，
こ の 過程で 土地利

用調整等 を行 っ て い る
（4 ）。こ の よ うに 「集落

地域整備法に よる計画 」 の 計画方法で も ， 計画

組織に力量 の ある と こ ろで は可能 になる場合 も

あるが
，

一般地区 で は困難 なよ うで ある 。

　 （3）し か る に，現在必 要な こ とは ，

一
般 地 区

に おい て も，合意形 成が可能なよ うな計画方法

を明 らか にする こ とで あ り
（4 ） C5’｝ ，プ ラ ン ナ

ー
や行 政 等 の 支援 に よ り，地 区住 民が， （2＞が

可能 となるよ うな計画方法を作成す る こ とであ

る。筆者はこ れ に相 当する もの として，図 2 の

A に相当す る部分 を ， 自己点検調査書→ 構想計

画 書 → 基本計画 書 の 計画策定プ ロ セ ス を持 っ 神

出方式に置換える こ とが望ま しい
（4 ） （5｝と考え

て い る
注 軌，

　（4）神野地 区 の 地区実施計画は ， 圃場整備事

業 が先行 す る形で ，調査設 計や換地設計 基準 を

作 成 し て い る （図 1 の 地 区実施計画 の 作成）。

こ の うち換地設 計基 準 の 作成に際 し て は，土地

改良区設 立 準備委員会が 基本計画 レ ベ ル の 図面

（図 2 の A ） を提示 し な が らア ン ケ

ー ト調査 結果や 基本計画図等 を検討

しな が ら ， さ ら に 戸別 の ヒ ア リン グ

調査 を実施 し て ，土地 の交換をは じ

め換地計画 の 基本原則 を作成 して い

る（図 2 の B ）。

　　こ の作業 こ そ が，神野 地区の 計

画づ くりに ， V工の 成果 をもた らす大

きな役割を果 た し て い る の で あり，

さらに
一

般的に は，途切れが ちな，

図 ／の 基本計 画 （地 区 総合計 画）と地

区実施計画 とを結ぶ 貴重な役割も果

た して い るの で ある 〔図 1 の   ）。

　（5）圃場整備 事業と土地 区画整理

事業の 全 事業期 問の 短縮 と 1 回の換

地 で 完了する こ とを 目指 し て ， 多数の 権利者が

交換分合を して ， 両事業 を同時に施行する こ と

が 望ま しい と考え，図 2 の よ うな計画手順が実

施 されて い るが，担当者は こ の 計画手1頓の煩雑

さに困惑 して い る（9 ）O °｝
。 しか るに同時施行 を

断念すれ ば，図 2 の E の 部分は不 要 とな り（ll ），

計画策定作 業はよ り簡素化 され る。

　（6）以上か ら，住民主体に よ り，図 1 の 地 区

総合計画に相当す る諸計 画 を策定す る際 に は ，

神出方式の 3 条件（互 2 ）をべ 一ス に ，神野地区の

実施計画づ くり の プ ロ セ ス を追加 した神 出方式

拡張型 （13 ）が望ま しい と考える。す なわ ち， 

地 区総合計画づ く りの計画組織 と計画の構成 に

つ い て は，神出方式 を踏襲 し，自己点検調査書

→ 構想計画書 → 基本計画 書 を作成す る。  さら

に，換地設 計基準の作成 に っ い て は，神野地区

の よ うに基本計画 レ ベ ル の 図面を提示 しなが ら ，

ア ン ケー ト調査 を実施 し ， 調査結果 を十 分に配

慮 して換地設計基 準や調査設計等の 実施計画書

を作成する。

　 （7）上記 の     を含む神 出方式拡張型 が実施

で き る よ うに ， 時間 （3 年 ＋ α ）と財源 （計画づ

く り の 費用） の 整 備 と支援体 （内部支援体 と外

部支援体） の 意識 や力量の昂揚等が必 要で ある

〔12 ）。

躙 　 お わ りに
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　本研究 は，近畿 農政局 の 合意形成支援調査に

基 づ い て行 わ れ た も の を べ 一
ス に ，文部省科学

研究費で 実施 して い る市町村±地利用計画に 関

す る研究 の
一

環 として行 っ たもの で ある 。 合意

形 成支援調査 に際 しては近畿農政局 は もちろん ，

兵庫県 ， 加 古川 市 ， 神 野 土地 改良区 の 担 当者に

ヒ ア リン グ調査や 資料提供等で 大変お世話にな

っ た。これ らの 担当者の 方 々 に謝意 を表 した い
。

注 1 ）集 落 地域 整 備 法 の 適 用 を受 け な い 地 区 が ／地 区

　　あ り，全部で 4 地 区事業化 し て い る （1997 年 現在 ）。

注 2 ）両 区域 問 の 出入 りの ル ール （  新 規 宅地 希 望者

　　 は 181 戸 で，新 しく入 っ て きた 人 が半分強い た。

　　新規宅地 を 3，000m
’

欲 し い 人や 40Glピ欲 しい 人，

　　不 要の 入等 が い たが，最大 2 区画 （1 区画 500   で

　　1，000   ）ま で 希 望 者 は全 員 貰 え る。  希 望者 に は

　　全員 配分 され る とい う こ とで 土地の 交換比 率は

　　 1 ；1 に 決め られ た。）を 作成 し，換地 設計 基 準 を 定

　　 めて
一
連 の 計画書 と して と りま とめ ， 土地 の 交換

　 　 を成 功 させ て い る。

注 3）両事 業の 内容 の 整合性をは か る とと もに，両事 業

　　 を 区切 っ て 個別 に 実施 し，そ れ ぞ れ の 事業の 早 期

　　 完了 を 図れ る よ うにす る こ と（筆 者注）。

注 4 ＞農 村 基 盤 総 合 整 備 事 業 （集落型 ）
一神 野 地 区 計 画 平

　　 面 図
一

（加古川市）を基に 作成 して い る。

注 5）1991 年 に 図 2 の A 部 分 の 計 画 づ く りを しなが

　　ら，事 業化 で き なか っ た 地 区 が 20G1 年に神出方

　　式 に よる 地 区総 合 計 画 づ く りを依頼 して きて い る。
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　fc）rmation 　of　land　use 　order 　in

rural 　areas 　in　l967．　The　author 　makes 　clear 　the　significance 　and 　problems 　of 　making 　a　district　plan

by　the　Suburban　Community 　Area 　Improvement　Act．　And　 the　 author 　estimates 　the　 ac むual

conditions 　of 　the　planning　of　Kanno　district　in　Kal〈ogawa 　city 　as 　a 　superior 　case ．　The　author
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